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猪の目、鬼瓦、ほか



※メドゥーサ　　中東、ギリシャ神話に起源を持つ、　

　　　　　           邪気をはらい侵入者を防ぐ怪物。 

※ナーガ   　  　インド神話に起源を持つ、蛇の精霊。

                     　コブラのいない中国では漢訳経典

　　　　　　　　　　において「竜」と翻訳。

※みずち（蛟）　日本の神話・伝説の水神。

※龍　　　　　　　恐れの対象から守護神へと変容

※猪の目　　　　恐ろしいものから「魔除け」に変容

龍、魔除けの見直し



※薬師如来　　　両脇に日光と月光の2菩薩、

　　　　　　　　　　　周囲に十二神将を従える。

※十二神将　　　薬師如来の世界とそれを信仰する

　　　　　　　　　　人々を守る大将で、十二の方角を

　　　　　　　　　　守っていることから、干支（十二支）の

　　　　　　　　　　守護神としても信仰。

※四霊獣　　　　四方の守護神

十二支、四霊獣の見直し

仏法

※守護神で

　　暗喩　　　　　
龍、不動明王、宝珠　　



仁太郎ワールド



十二神将　　　　　　　登り龍と下り龍　

　　
四方・八方の守護神　　　　　双龍　　　衆生の救済　

単純化すると・・・

四霊獣　　　　十二支　　　　　龍　　　招福・魔除け　　　　　　　

人々の安寧、五穀豊穣、商売繁盛、子孫繁栄への祈り

　　　

薬種・　薬師如来



薬師如来に随う登り龍と下り龍

薬

 メドゥーサ　(中東、ギリシャ文明)

 鬼瓦　(日本)　～龍と合体し、守護神

人々を災いから救う龍

薬師如来に随う登り龍と下り龍

薬

 猪の目  ～日本の古来からの魔除け 

 

 慈悲にあふれた空間

 守護神、招福、魔除け



守護神は、招福というより、魔除け。

～　サフラン酒のいろいろな装飾は、

下図に集約できるような気がしています。

魔除け招福
龍

み仏の心、報恩感謝　



薬師如来に随う登り龍と下り龍

薬

薬師如来

人々を災いから救う龍

守護神

まずは、薬から



登り龍と下り龍を随える薬師如来

薬
師
如
来
と
宝
珠



龍は、怖いもの、恐れの対象から、

守護神へと変化



 村松・医王山円融寺の本堂欄間

　龍の彫刻　(江戸末期の作)



仁太郎が伊吉を連れて
再三、訪れたという

魚沼・西福寺開山堂

石川雲蝶作

道元禅師猛虎調伏の図



 次は、魔除けから　

 

鬼瓦　(日本)

　　鬼瓦に巻き付く龍も、登場

　

メドゥーサ　(中東、ギリシャ文明)



 メドゥーサ　(中東、ギリシャ文明)から

東漸し、日本で鬼瓦に取り入れられた。

恐ろしいものが、魔除け、守護神へと

変容



570 B.C.

蛇を巻いた髪、大きな耳.

 メドゥーサ　(Medusa)

　　邪気をはらい侵入者を防ぐ怪物 

Mid-6th Century B.C.



ギリシャ・ローマ文明から中東の王国に

引き継がれ、さらにインド、中国を経て

日本へ

恐ろしいものが、魔除け、守護神へと

変容

a ridge end tile with the figure of a devil



紀元前１世紀～３世紀のパルミラ

「パルミラ遺跡　夜、朝」　平山郁夫さんの大作

メドゥーサ　　

紀元三世紀ころに滅んだ隊商都市パルミラの

地下墓の入り口に、飾りとして存在



みずち（蛟；古訓は「みつち」）は、日本の神話・伝説で
水と関係があるとみなされる

竜類か伝説上の蛇類または水神。

ナーガ は、インド神話に起源を持つ、蛇の精霊あるい
は蛇神のことである。

元来コブラを神格化した蛇神であったはずだが、コブ
ラの存在しない中国では漢訳経典において「竜」と翻
訳され、中国に元来からあった龍信仰と習合し、日本
にもその形式で伝わっている。



鬼瓦に巻き付く龍

　　清水寺三重塔　創建は 平安初期(841)　

龍は雨を呼び 火を防ぐ守護神

鬼瓦の厄除けと合体したと

みることができる

日本で

鬼瓦に



サフラン酒　

主屋の鬼瓦



サフラン酒

主屋の鬼瓦
(左右の拡大)



猪の目も、恐ろしいものから
「魔除け」に変容したと考えられる。

農耕の始まった縄文時代、人々が
栽培した食物を食い荒らすイノシシを
恐れた。



サフラン酒の離れ、猪の目　

(編集しています)



猪の目は、日本の古くより、
魔除けのシンボルに使われてきた。

近世では、武士の刀の鍔、社寺の
棟木の端や鈴に見られる。

更に、縄文土器にも、見ることができる。

(蛇、カエルは再生のシンボルであり、
　イノシシは魔除けのシンボル)



岡本太郎・縄文土器論





火焔型土器

の猪の目



もうひとつの魔除け

外国では「聖なる石」として崇められ、日本でも
魔除けの朱（赤）をまとった石として大切にされて
きた名石の『赤玉石』が、屋敷のあちこちに、
そして糸魚川翡翠です。



赤玉石は、縄文中期には矢じりとして使われ、、弥
生時代には管玉などの装身具に
利用されたといわれています。

糸魚川翡翠は、縄文時代には祭祀・呪術を司る呪
術者が身につけ、古墳時代には、
古墳に入れて儀式、さらに魔除けや蘇りのシンボル
とされていました。

猪の目、そして赤玉石、翡翠。
まさに、いにしえからの魔除けの、
オンパレードなのです。



仁太郎さんにとって、
信仰とは何であったか。

仏法とは何であったか。

おびただしい数の龍の意味
　龍、鯉、不動明王、・・・。

そして魔除け。



守護神は、招福というより、魔除け。

～　サフラン酒のいろいろな装飾は、

下図に集約できるような気がしています。

魔除け招福
龍

み仏の心、報恩感謝　


